
  口や歯が健康だからこそ、美味しく食べること

や、お話することができます。この教室で改めて

口や歯の健康について考えてみませんか。

  ご参加お待ちしています。

 

じ
め
じ
め
と
雨
が
続
く
梅
雨
時

と
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
洗
濯

機
、冷
蔵
庫
な
ど
、長
年
に
わ
た
っ
て

電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込

ん
だ
ま
ま
使
い
続
け
て
い
る
電
気
器
具

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
長
期
間
続
け
て
い
る

と
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
」
に
よ
る
火
災

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ�　
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
」
に
よ
る
火

災
っ
て
？

Ａ�　

コ
ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
間
に
ほ

こ
り
が
た
ま
り
、
そ
こ
に
湿
気
が
加
わ

る
こ
と
で
火
花
放
電
が
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
を
放
置
す
る
と
絶
縁
状
態
が
悪

く
な
り
、
プ
ラ
グ
の
両
極
間
に
電
気
が

流
れ
て
発
熱
し
、
発
火
に
至
る
火
災
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

Ｑ�　
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
」
が
起
こ
り

や
す
い
環
境
や
場
所
は
？

Ａ
・�

テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
裏
側
で
、

ほ
こ
り
が
た
ま
り
や
す
い
場
所

・�

寝
室
（
特
に
ベ
ッ
ド
の
あ
る
寝
室
）
、

洗
面
所
、
ト
イ
レ
な
ど
、
ほ
こ
り
が

た
ま
り
や
す
く
湿
度
の
高
い
部
屋

・�

エ
ア
コ
ン
の
使
用
な
ど
で
結
露
し

や
す
い
場
所

で
起
こ
り
や
す
い
で
す
。

Ｑ�　
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
」
を
防
ぐ
に

は
？

Ａ
・�

長
期
間
差
し
込
ん
だ
ま
ま
使
用
し

て
い
る
プ
ラ
グ
は
、
と
き
ど
き
抜

き
、
乾
燥
し
た
布
な
ど
で
ほ
こ
り

を
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

・�

プ
ラ
グ
に
変
色
や
変
形
が
認
め
ら

れ
た
ら
取
り
換
え
ま
し
ょ
う
。

・�

使
用
後
の
電
気
器
具
は
、
ス
イ
ッ
チ

を
切
っ
て
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ

を
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
」
に
よ
る
火
災

は
毎
年
多
く
発
生
し
て
お
り
、
電
気
器
具

の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
い
な
く
て
も
起

こ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
在
時
に
発
生
し
た

場
合
、
発
見
が
遅
れ
て
大
き
な
火
災
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

火
災
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、

梅
雨
時
の
湿
気
が
多
い
今
、
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。

夏
の
文
化
財
防
火
運
動

　

７
月
12
日（
日
）～
18
日（
土
）

問
　
下
京
消
防
署　

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

～「トラッキング火災」ってご存じですか～
けすぞう君のＱ＆Ａ

　その他にも様々な事業に取り組んでいきます。詳しくは、下京区役所に配架

している冊子や下京区役所ホームページをご覧ください。  

問　地域力推進室総務・防災担当（☎371-7164）

みんなのつながりで
「子育て」環境を育むまちづくり
 市教育委員会の子ども育みサ
ポーターと連携して、保育所、幼稚園、
小学校、PTAなどへ働きかけ、孤立
しがちな保護者が子育ての悩み
相談や交流ができる「集いの場」の
設置や、講演会の開催をするなど、
安心して子育てができる環境を育み
ます。

不良な生活環境の
解消に向けて
 ごみの溜め込みや多数の動物の
飼育等の行為により、近隣を含む
生活環境に悪影響を与えるいわゆる

「ごみ屋敷」等の地域課題の解消を
進め、安心・安全で快適な生活環境の
確保や相互に支え合う地域社会の
構築を目指します。

～安心安全なまちに～
市民ぐるみ推進運動の実施

 警察、消防、事業所、地域との共汗
により、下京区で大きな課題となっ
ている自転車盗難件数の大幅な減
少に向けて取り組んでいきます。

空き家を活用した
居住促進・
地域力の向上

平成27年国勢調査  下京区実施本部を設置

『生活支援員』
を募集

  本年10月、全国一斉に国勢調査が実施されます。

　国勢調査は、５年に一度行われる国の最も基本的

な統計調査で各種行政施策立案のための基礎資料と

して用いられます。

　地域の方々のご協力を得ながら進める本調査の適正

かつ円滑な遂行に向け、万全を期してまいりますの

で、皆様のご理解とご協力をお願いします。

問　地域力推進室総務・防災担当（☎ 371-7164）

 

下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ご
高
齢
の
方
や
障
害

の
あ
る
方
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、『
生
活
支
援
員
』
が
家
賃
や
公
共
料

金
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
な
ど
の
銀
行
で
の
払
戻
し

と
支
払
い
の
お
手
伝
い
や
、
日
常
の
困
り
ご
と
を
受
け
と

め
る
な
ど
の
支
援
を
す
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
事
業
の
利
用
を
希
望
す
る
方
が
増
え
て
き
て
い
る

た
め
、『
生
活
支
援
員
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
の
支
え
合
い
に
よ
り
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！

募
集
期
間　

７
月
21
日
（
火
）
ま
で

研
修
日
時　

７
月
28
日(

火)

、
30
日(

木)

、

　
　
　
　
　

８
月
４
日(

火)

　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

※
全
日
程
の
研
修
受
講
後
、
生
活
支
援
員
と
し
て
登
録
し
、

活
動
を
行
い
ま
す
。

※
生
活
支
援
員
は
、
月
１
回
～
４
回
程
度
（
各
１
時
間
半

程
度
）
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

 

活
動
の
内
容
、
受
講
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会　

（
☎
361
・
１
８
８
１
）

 

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
親
が
高
卒
認

定
試
験
（
旧
大
検
）
合
格
の
た
め
の
講
座

（
通
信
講
座
を
含
む
）
を
修
了
し
た
時
及
び

試
験
に
合
格
し
た
時
に
、
受
講
費
用
の
一

部
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
母
子
家
庭
、

父
子
家
庭
の
親
（
所
得
制
限
あ
り
）

支
給
額　

受
講
修
了
時
給
付
金　

受
講
費
用
の
２
割

合
格
時
給
付
金　
　
　

受
講
費
用
の
４
割

※
受
講
開
始
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問
　
支
援
課
支
援
第
一
係

　
　

（
☎
371
・
７
２
１
８
）

 

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、
雨
の
多
い
季
節
と

な
っ
て
き
ま
す
。
土
木
事
務
所
で
は
、
道
路
や

河
川
な
ど
の
土
木
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
近
年
多
発
し
て
い
る
局
地
的

集
中
豪
雨
に
対
し
て
は
、
道
路
冠
水
に
備
え

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
部
（
立
体
交
差
で
、
掘
り
下
げ
式

に
な
っ
て
い
る
下
の
道
路
）
の
通
行
規
制
を

行
っ
た
り
、
民
家
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
土
の
う
を
事

前
に
お
渡
し
し
た
り
す
る
（
数
に
制
限
あ
り
）

な
ど
、
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
を
支
え
て
い
ま
す
。

 

市
街
灯
の
球
切
れ
や
道
路
の
陥
没
、
排
水
構

造
物
の
機
能
不
良
や
が
た
つ
き
な
ど
、
道
路
や

河
川
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
土
木
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
南
部
土
木
事
務
所
（
☎
691
・
３
１
５
８
）

（
※
休
日
・
時
間
外
は
土
木
事
務
所
に
電
話
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
夜
間
・
休
日
緊
急
受
付
セ
ン

タ
ー
に
電
話
が
切
り
換
わ
り
、
応
対
し
ま
す
。）

　

区
役
所
の
職
員
な
ど
を
騙

か
た

っ
て
、「
年
金
の
振

り
込
み
に
新
た
な
口
座
の
開
設
と
お
金
が
必

要
」、「
還
付
金
が
あ
る
の
で
手
数
料
が
必
要
」

な
ど
と
言
っ
て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
っ
た
り
、

銀
行
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
を
振
り
込
ま
せ
た

り
し
よ
う
と
す
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
を
受
け
た
時
は
、
そ
の

場
で
現
金
を
支
払
う
な
ど
慌
て
て
対
応
せ
ず
、

相
手
の
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
を
確
認
・
メ
モ

し
、
警
察
や
区
役
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

  ５月11日、京都駅ビル駅前広場

にて「平成27年　春の全国交通安全

運動」の街頭啓発活動を実施しました。

　今年は、「交通安全ＤＥおもてなしｉｎ下京」を

テーマに実施し、「おもてなし大使」に任命された外国人留学生もＰＲに参加！ 

　下京区交通対策協議会の中
な か お

尾正
ま さ し

史会長は、「日ごろの見守り活動でも、思い

やりの気持ちを大切に『いってらっしゃい』『気を付けてね』などの声掛けを

している。春の交通安全運動のスローガン『目を合わそう　それが無事故の

愛ことば』にもあるように、今後も思いやりや愛のある交通安全活動に取り

組んでいきたい」と話してくださいました。

問　地域力推進室総務・防災担当（☎ 371-7164）

 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
歴

史
に
造
詣
の
深
い
下
京
区

内
に
在
住
、
通
勤
、
通
学

さ
れ
て
い
る
京
都
検
定
１

級
を
お
持
ち
の
方
々
に
出

題
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

祇
園
祭
で
「
鉾
の
辻
」
と

よ
ば
れ
る
場
所
は
ど
こ
？

 

昨
年
49
年
ぶ
り
に
「
後
祭
」

が
復
活
し
た
こ
と
で
祇
園

祭
の
全
体
像
が
理
解
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
山
鉾

巡
行
に
は
、
７
月
17
日
に

行
わ
れ
る
神し

ん

こ

う

さ

い

幸
祭
（
八
坂

神
社
の
神
輿
の
御
旅
所
へ

の
渡と

 

ぎ

ょ御
）
に
先
立
っ
て
、

ま
ず
前
祭
で
市
中
を
疫や

く

ば

ら払

い
し
、
７
月
24
日
ま
で
御

旅
所
に
鎮
座
し
た
神
輿
が

八

坂

神

社

に

も

ど

る

（
還か

ん

こ

う

さ

い

幸
祭
）
に
あ
た
っ

て
、
後
祭
で
市
中
の
疫
払

い
を
す
る
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。

 

山
鉾
町
で
の
祇
園
祭
の

打
ち
合
わ
せ
で
は
「
本
年

も
相
変
わ
り
ま
せ
ず
…
」

が
決
ま
り
文
句
で
す
が
、

現
在
で
も
各
山
鉾
町
で
は

山
や
鉾
を
飾
る
懸
装
品
の

新
調
復
元
の
努
力
が
絶
え

る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、

「
山や

ま

ほ

こ鉾
風ふ

り

ゅ

う流
」
を
担
う
町

衆
の
精
神
は
今
に
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
祇
園
祭
の
際
、

東
西
南
北
の
全
て
の
方
角

で
鉾
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
「
鉾
の
辻
」
と
よ
ば
れ

る
場
所
は
ど
こ
で
し
ょ
う

か
？ 

① 
四
条
烏
丸
　

② 

四
条
室
町
　

③ 

四
条
新
町

 

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の

答
え
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
の
ほ
か

紙
面
へ
の
感
想
を
書
い

て
、
７
月
３
日
（
金
）
必

着
で
、
〒
600-

８
５
８
８

（
住
所
記
載
不
要
）
下
京

区
役
所
地
域
力
推
進
室

「
謎
と
き
！
下
京
」
係
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
２
人
の
方
に
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　

当
選
の
発
表
は
、
記
念

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
解
答
は
８
月
15
日

号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

昨
年
８
月
、
約
70
年
ぶ
り
に
国
内
で

デ
ン
グ
熱
に
感
染
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
方
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ン
グ
熱
の
原
因
と
な
る
デ
ン
グ
ウ

イ
ル
ス
は
、
デ
ン
グ
熱
に
感
染
し
た
人

の
血
を
吸
っ
た
蚊
（
日
本
で
は
ヒ
ト
ス

ジ
シ
マ
カ
）
の
体
内
で
増
え
、
そ
の
蚊

が
ま
た
他
の
人
の
血
を
吸
う
こ
と
で

感
染
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

【
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
の
特
徴
】

　

背
中
に
一
本

の
白
い
線
と
Ｗ

字
状
の
模
様
が

あ
る
4.5
ミ
リ
程

の
蚊
で
、
５
月

中
旬
か
ら
10
月
下
旬
頃
ま
で
活
動
し
ま

す
。
特
に
日
中
に
活
発
に
吸
血
し
ま

す
。
活
動
範
囲
は
50
～
100
メ
ー
ト
ル
程

度
で
す
。

【
対
策
】

　

屋
外
の
蚊
が
多
く
い
る
場
所
で
活
動

す
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
肌
を
露
出

せ
ず
、
虫
よ
け
剤
を
使
用
す
る
な
ど
、

蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

蚊
は
、
空
き
缶
に
た
ま
っ
た
雨
水
な
ど
、

小
さ
な
水
た
ま
り
を
好
ん
で
卵
を
産
み

付
け
る
の
で
、
住
ま
い
の
周
囲
の
水
た

ま
り
を
無
く
し
て
、
発
生
す
る
蚊
の
数

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
衛
生
課
（
☎
371
・
７
２
９
８
）

放
置
自
転
車
等
防
止

啓
発
活
動
を
実
施

蚊
の
発
生
を
防
ぎ
、

予
防
対
策
を
！

輝くお口　輝く人生

 

５
月
19
日
、
京
都
駅
前
周
辺
の
地

元
の
方
々
や
、
事
業
所
、
警
察
署
、

市
な
ど
か
ら
構
成
す
る
京
都
駅
前
周

辺
駐
輪
対
策
協
議
会
に
よ
る
、
「
第
100

回
放
置
自
転
車
等
防
止
啓
発
活
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
の
開
始
か
ら
100
回
目
の

節
目
と
な
っ
た
当
日
は
、
こ
れ
ま
で

継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
違
法
駐
輪

車
両
へ
の
啓
発
ビ
ラ
の
貼
付
と
と
も

に
、
一
層
の
注
意
喚
起
を
図
る
た

め
、
違
法
駐
輪
台
数
が
多
い
地
点
へ

の
電
柱
幕
の
掲
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
当
時
は
200
台
を
超
え
て

い
た
啓
発
活
動
時
の
違
法
駐
輪
台
数

は
、
最
近
で
は
20
台
を
下
回
る
ま
で

に
減
少
！ 

　

参
加
さ
れ
た
皆
山
学
区
市
政
協
力

委
員
連
絡
協
議
会
の
荒あ

ら
つ
な
き
よ
か
ず

綱
清
和
会
長

は
、
「
誰
も
が

安
心
し
て
安

全
に
通
行
で

き
る
、
歩
き

や
す
い
環
境

を
整
え
る
た

め
、
こ
れ
か

ら
も
地
道
に

取
り
組
み
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

路
上
駐
輪
は
、
通
行
の
妨
げ
と
な

り
、
危
険
で
す
。
自
転
車
、
原
付
、

バ
イ
ク
は
駐
輪
場
に
と
め
ま
し
ょ
う
。

駐
輪
の
際
に
は
、
鍵
を
２
箇
所
に
か

け
る
「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」
で
盗
難
防
止

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
　
地
域
力
推
進
室
総
務
・
防
災
担
当

　
　

（
☎
371
・
７
１
６
３
）

第100回
目！

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
合
格
支
援
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た

区
役
所
職
員
を
騙か
た
っ
た
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

地
域
の
支
え
合
い
を
応
援
す
る
標
語

み
ん
な
が
互
い
に
支
え
合
い
、
地
域
の
絆
が

強
ま
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
!!

捨
て
な
い
で
　
地
域
み
ん
な
で
　
拾
う
ゴ
ミ

次のような事業に取り組みます！

ふれあいファミリー
食セミナー
（わんぱくコース）

親子で楽しく
クッキング

　食事に対する意欲や関心が高められるよう、食生活に

ついて「共に学び」「共に調理を体験」してみませんか。

日時　７月 24 日（金）
　　　午後１時 30 分～３時 30 分

　　　（受付：午後１時 15 分～）

場所　下京保健センター２階　栄養指導室
対象　区内在住の５～６歳児（就学前）と保護者
内容　・いわしの手開き体験
　　　・いわしを使ったピザづくり

　　　・試食

定員　16 組（先着順）
費用　１組 500 円
持ち物　エプロン、三角巾、手拭きタオル、
　　　　子ども用上履き

申込み　�７月１日（水）午前８時 30 分から電話または
窓口にて受付

Ｋiｄｓクッキング

「かんたん！ ピザづくりにチャレンジ！」

こんなときは南部土木事務所へ

　

四
条
通
（
烏
丸
通
～
川
端
通
間
）
で
は

歩
道
拡
幅
工
事
を
実
施
中
で
す
。

　

整
備
に
伴
い
、
４
月
の
花
見
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
渋
滞
や
市
バ
ス
の
遅
れ
が
発
生

し
、
皆
様
に
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
様
々
な
広
報
媒
体
を
活
用

し
、
う
回
協
力
の
ご
案
内
や
公
共
交
通
利

用
の
呼
び
掛
け
、
バ
ス
停
へ
の
人
員
の
配

置
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
バ
ス
の
乗
降
な

ど
、
様
々
な
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
方
々
が
来
訪
さ
れ

る
Ｇ
Ｗ
前
の
４
月
28
日
に
は
、
関
係
者
に

よ
る
「
四
条
通
の
整
備
と
渋
滞
対
策
に
関

す
る
連
絡
会
議
」
を
緊
急
に
開
催
し
、
四

条
通
混
雑
緩
和
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
対

策
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
渋
滞
の
状
況
は

工
事
に
着
手
す
る
前
と
ほ
ぼ
同
じ
に
ま
で

改
善
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、

あ
ら
ゆ
る
対
策
を
実
施
し
、
京
都
市
全
庁

あ
げ
て
混
雑
の
緩
和
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　

歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室

　
　

（
☎
222
・
３
４
８
３
）

　この度、平成27年度「下京区運営方針」を策定しました。区民の皆様との

共汗により下京の地域力をいかした取り組みを進めてまいります。

平成27年度　「下京区運営方針」を策定

問　健康づくり推進課成人保健・医療担当（☎ 371-7292）

「平成27年　春の全国交通安全運動」
　街頭啓発を実施

６月から

　有隣学区や修徳学区
では、空き家問題を住民

同士で考え、コミュニティ豊かな
まちづくりに向けて取り組んでおら
れます。引き続き、これらの取り組
みを支援するとともに、地元の皆様
やまちの不動産屋さんの協力を
得ながら、空き家を有効に活用する
ことで地域力の向上を図ります。 

日時　７月30日（木）
      �午後１時30分～３時30分（受付：午後１時15分～）

場所　下京保健センター２階　多目的ホール
対象　18歳以上の区民の方
内容　・歯科医師による講話
      ・歯科衛生士による講話

      ・セルフチェック

定員　20名（先着順）　費用　無料　
持ち物　普段使用している歯ブラシ
申込み　７月１日（水）午前８時 30 分から電話または
　　　　窓口にて受付

問　健康づくり推進課成人保健・医療担当（☎371-7292)

 屋外の不要な容器類は取り除きま
しょう。
 植木鉢の受け皿やビニールシートな
どのたるみにたまる水を無くしま
しょう。
 ブロック穴に水がたまらないように
しましょう。
 雨どいや側溝に落ち葉などがたまら
ないようにしましょう。
 防火バケツの水は定期的に交換しま
しょう。
 排水ますなどは定期的に清掃して水
の流れを良くしましょう。

トラッキング現象
で出火したコンセ
ントとプラグ

魅
力
あ
ふ
れ
る
空
間
へ   

四
条
通
歩
道
拡
幅
事
業（
平
成
27
年
秋
完
成
予
定
）　

人
と
公
共
交
通
を
大
切
に
す
る
空
間
に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
す

市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版　　 第234号　　平成27年6月15日　（2）（3）　平成27年6月15日　　第234号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版 自治会・町内会に入って住みよいまちに　～自治会・町内会は、まちと人を守っています～
京都市は「地域コミュニティ活性化推進条例」を制定し、自治会・町内会を中心とする地域活動を応援しています

　
迷
わ
ず
、
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
、
老
人
福
祉

員
、
高
齢
サ
ポ
ー
ト
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

や
区
役
所
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
！

高
齢
者
が
孤
立
？
　
　
詐
欺
か
も
？

最
近
見
か
け
な
い
！
　
様
子
が
お
か
し
い
か
な
？

お
出
か
け
の
際
は
マ
イ
カ
ー
利
用
を
控
え
、

便
利
な
公
共
交
通
の
ご
利
用
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す


